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PM2.5，SPM，NOx 及び Ox の 4 項目について，COVID-19 流行発生に伴う，長野県内の大気汚染状況に
ついて検討した．何れの項目についても，COVID-19 流行第 1 波の期間（2020 年 2 月～5 月）は，流行開始
前（2019 年 2 月～5 月）に比べて，過去 3 年間に対する濃度低下率が大きかった．また 4 月から 5 月の Ox
高濃度日発生日数についても，COVID-19 流行発生後の 2020 年は，過去 3 年間と比較して少ない傾向がみ
られた．全体として，COVID-19 の流行に伴う国内外での社会経済活動の制限により，長野県内の大気汚染
物質濃度が低下した可能性が示唆された．  
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1 はじめに 

 
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界

的な流行により，中国をはじめ，日本においても社
会経済活動が大きく制限された．この影響により，
中国では二酸化窒素等の大気汚染物質濃度が低下し
たことが指摘されており 1)～3)，中国で排出された大
気汚染物質の日本への影響も低下した可能性が指摘
されている 4)～6)．また日本国内においても，社会経
済活動の制限により，大気汚染物質の排出量が低下
したと考えられ，その影響が指摘されている 7)～8)．
そこで本研究では，COVID-19 の流行に伴う国内外
の社会経済活動の制限が，長野県内の大気環境に及
ぼした影響について検討した． 

 
2 調査方法 

 
国内外において，COVID-19 の感染拡大防止のた

めに社会経済活動が制限され，大気汚染物質の排出
量が低下したと考えられるが，中国では，武漢の都
市封鎖が 2020 年 1 月 23 日から 4 月 8 日まで実施さ
れた 9)ことから，2 月から 3 月を中心に低下したと
考えられる．一方日本国内では，緊急事態宣言が 4
月 7 日から 5 月 25 日まで発出された 10)ことから，4
月から 5 月を中心に低下したと考えられる．このた
め，社会経済活動低下の影響が顕著に現れる可能性
がある 2020 年 2 月から 5 月までの期間（「コロナ期

間」）について，その影響を検討した． 
解析対象項目は，微小粒子状物質（PM2.5），浮遊

粒子状物質（SPM），窒素酸化物（NOx）及びオキ
シダント（Ox）の 4 項目とした．このうち PM2.5，
SPM，NOx の 3 項目については，県内大気常時監
視測定局の中で，解析期間中，これら 3 項目すべて
を測定している，環境保全研究所，松本，諏訪，伊
那，佐久，木曽，篠ノ井，松本渚交差点，更埴イン
ターチェンジ，岡谷インターチェンジの 10 局を解
析対象とした．また Ox については，解析期間中，
継続して測定が実施された，環境保全研究所，松本，
上田，飯田，諏訪，須坂，伊那，大町，佐久，木曽，
小諸，中野，吉田，篠ノ井，豊野，軽井沢町中央公
民館の 16 局を解析対象とした． 
解析にあたっては，各項目について，まず，全局

で平均した月平均濃度を算出した．次に，季節変動
及び年々変動の影響を避けるため，「コロナ期間」の
各月の月平均濃度と，その直近過去 3 年間で平均し
た同月の月平均濃度の比（例えば，2020 年 2 月の場
合，［2020 年 2 月の月平均濃度］/［2017 年 2 月の
月平均濃度，2018 年 2 月の月平均濃度，及び 2019
年 2 月の月平均濃度の平均値］，以下同様）を算出
した．さらに，COVID-19 以外の要因による経年変
化の影響を避けるため，対照期間として，COVID-19
の影響が無い，2019 年 1 月から 12 月の 1 年間（「流
行前期間」）について，各月の月平均値と，その直近
過去 3 年間で平均した同月の月平均値の比（算出方
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法はコロナ期間と同様）を算出し，「コロナ期間」の
比と比較した．なお，有効測定日数が 10 日以下の
月は欠測とし，解析から除外した．また，2019 年 4
月以降の測定値については，速報値を使用した．  

 
3 結果および考察 

 
3．1 月平均値の低下状況 
各項目について，「流行前期間」及び「コロナ期間」

における濃度の推移と，それぞれの直近過去 3 年間
で平均した濃度の推移（「流行前期間過去」及び「コ
ロナ期間過去」）を図 1 及び表 1 に示した．また，
両者の比の推移（「流行前期間比」及び「コロナ期間
比」）を同図表に合わせて示した． 

PM2.5（図 1a）及び SPM（図 1b）に関しては，「流
行前期間」の濃度及び「流行前期間過去」の濃度と
もに，春から夏に高く，秋から冬に低い季節変動を
示した．両者の比である「流行前期間比」は，ばら
つきは大きいが，概ね 1 前後の値で推移していた．
一方，「コロナ期間過去」の濃度は「流行前期間過去」
の濃度と概ね同程度であったが，「コロナ期間」の濃
度は「流行前期間」の濃度と比べて顕著に低かった．
両者の比についても，「コロナ期間比」は「流行前期
間比」と比べて概ね低い値で推移していた．  

NOx（図 1c）に関しては，「流行前期間」の濃度
及び「流行前期間過去」の濃度ともに，冬に高く，
夏に低い季節変動を示した．両者の比である「流行
前期間比」は概ね 1 弱の値で推移していた．一方，
「コロナ期間過去」の濃度は「流行前期間過去」の
濃度と比べて若干低い程度であったが，「コロナ期間」
の濃度は「流行前期間」の濃度と比べて低かった．
両者の比についても，「コロナ期間比」は「流行前期
間比」と比べて概ね低い値で推移していた．  

Ox（図 1d）に関しては，「流行前期間」の濃度及
び「流行前期間過去」の濃度ともに，3 月から 5 月
に高濃度になる季節変動を示した．両者の比である
「流行前期間比」は概ね 1 前後の値で推移していた．
一方，「コロナ期間過去」の濃度は「流行前期間過去」
の濃度と概ね同程度であったが，「コロナ期間」の濃
度は「流行前期間」の濃度と比べて若干低かった．
両者の比についても，「コロナ期間比」は「流行前期
間比」と比べて概ね低い値で推移していた．  
調査方法で述べたように，「コロナ期間」について

は， 2 月から 3 月は中国の，4 月から 5 月は日本国

内の，排出量低下影響をより強く受けていると考え
られるが，これら期間による比の明瞭な差は見られ
なかった．このため以下では，2 月から 5 月までの
4 か月間（「コロナ期間」）を，一括して「流行前期
間」と比較した． 
図 2 及び表 2 に，各項目について，「コロナ期間

比」の 2 月から 5 月の平均値を「流行前期間比」の
同じく 2 月から 5 月の平均値と比較した結果を示し
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図 1 長野県における COVID-19 流行発生前後
の大気汚染物質濃度の推移 
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た．なお，図中の誤差範囲は各期間における比の標
準偏差を表す．同図表に示したように，PM2.5，SPM，
NOx 及び Ox のそれぞれについて，「コロナ期間比」
の平均値（0.68，0.71，0.78 及び 0.92）は，「流行
前期間比」の平均値（0.95，0.95，0.93 及び 1.01）
に比べて小さな値（このうち PM2.5， NOx 及び Ox
については，それぞれ 5%，1%及び 5%の危険率で
差が有意）であり，COVID-19 の流行に伴う国内外
での社会経済活動の制限の影響が示唆された．  
 
3．2  Ox 高濃度日発生日数の低下状況 

Ox については，3.1 の月平均値の解析に加えて，
高濃度日の発生状況の解析を試みた．具体的には，
解析対象 16 局のうち何れかの局で，日最高値が
80ppb を超過した日を高濃度日と定義し，4 月及び
5 月の高濃度日発生日数の合計を，COVID-19 の影

響の恐れがある 2020 年と，影響の恐れがない 2017
年から 2019 年までの 3 年間とで比較した（図 3）．
高濃度日発生日数は，2017 年から 2019 年までは 15
日から 20 日（3 年間の平均で 16.7 日）で推移して
いたが，2020 年は 8 日と低下しており，COVID-19
の流行に伴う国内外での社会経済活動の制限の影響
が示唆された． 

表 1 長野県における COVID-19 流行発生前後の大気汚染物質濃度 
（過去 3 年間の平均値及び過去との比を合わせて示す）  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 4 5

5.9 9.6 9.2 8.5 10.1 9.6 7.9 10.6 7.6 6.2 6.4 5.9 5.8 5.8 7.2 7.8

6.5 7.4 10.1 10.8 12.2 9.2 10.6 8.4 6.8 6.9 8.2 6.6 8.0 10.0 10.1 11.0

0.90 1.28 0.91 0.79 0.83 1.04 0.75 1.26 1.12 0.89 0.78 0.90 0.72 0.57 0.71 0.71

8.9 12.7 12.0 11.2 13.1 13.0 12.1 16.1 10.8 9.2 9.3 8.9 8.4 8.5 9.4 9.9

8.7 9.3 12.9 15.4 16.8 13.2 16.8 13.3 10.4 9.9 10.8 9.0 10.2 12.7 13.7 14.8

1.03 1.37 0.93 0.73 0.78 0.99 0.72 1.21 1.04 0.93 0.86 0.99 0.83 0.67 0.68 0.67

18.2 17.5 12.2 9.9 8.1 7.8 8.1 8.5 9.4 10.3 15.3 19.3 14.3 10.7 8.0 5.9

20.9 17.8 14.6 10.3 8.6 8.4 8.2 8.6 10.4 12.0 18.0 21.4 17.3 13.5 10.0 8.4

0.87 0.98 0.84 0.96 0.95 0.93 0.98 0.99 0.90 0.86 0.85 0.90 0.83 0.79 0.80 0.70

28.3 32.2 40.8 44.3 48.8 38.3 28.2 26.6 25.5 26.2 24.0 21.3 30.4 36.4 44.0 42.0

26.7 33.5 39.1 44.6 46.1 39.3 28.7 25.7 27.0 25.4 22.9 23.3 33.7 40.5 44.3 46.5

1.06 0.96 1.04 0.99 1.06 0.97 0.98 1.03 0.94 1.03 1.05 0.92 0.90 0.90 0.99 0.90

（過去）
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28.3 32.2 40.8 44.3 48.8 38.3 28.2 26.6 25.5 26.2 24.0 21.3 30.4 36.4 44.0 42.0
26.7 33.5 39.1 44.6 46.1 39.3 28.7 25.7 27.0 25.4 22.9 23.3 33.7 40.5 44.3 46.5
1.06 0.96 1.04 0.99 1.06 0.97 0.98 1.03 0.94 1.03 1.05 0.92 0.90 0.90 0.99 0.90

流⾏前期間
（2019年1⽉〜12⽉）

コロナ期間
（2020年2⽉〜5⽉）

（過去）

項⽬

（⽐）
（過去）

（⽐）
（過去）

PM2.5

Ox

NOx

SPM

（⽐）

（⽐）
（過去）

0.95 (0.22) 0.68 (0.07)
0.95 (0.07) 0.71 (0.08)
0.93 (0.07) 0.78 (0.06)
1.01 (0.05) 0.92 (0.05)Ox

項⽬ 流⾏前期間 コロナ期間

SPM
NOx

PM2.5
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4 まとめ 

 
COVID-19 流行発生後における，長野県内

の大気汚染状況について検討し，以下の結果
を得た．  

 
(1) PM2 . 5，SPM，NOx，Ox の何れの項目につ

いても，「コロナ期間」（ 2020 年 2 月から 5
月）は，「流行前期間」（ 2019 年 2 月から 5
月）に比べて，過去 3 年間に対する濃度低
下率が大きかった．  

(2) Ox に関しては， 4 月から 5 月の高濃度日
発生日数についても，2020 年は過去 3 年間
と比較して低下傾向がみられた．  

(3) 以上のことから，COVID-19 の流行に伴
う国内外での社会経済活動の制限により，
長野県内の大気汚染物質濃度が低下した可
能性が示唆された．  

 
今後は，本報で明らかになった COVID-19

流行に伴う長野県の大気汚染物質濃度の低下
について，国内及び国外の大気汚染物質排出
量低下や気象的要因等，各種要因の寄与割合
の解明が望まれる．   
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